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1月臨時会・3月定例会1月臨時会・3月定例会

５月臨時会・6月定例会 KCVにて
生放送、録画放送を行います ぜひご覧ください

将来は地元への恩返しがしたい

議会報告会を開催します！
午後７時から
５月６日（金）
７日（土）

8日（日）

とどろき荘
地域交流センター
（旧滝野文化会館）
やしろ国際学習塾

播磨看護専門学校の
卒業生の皆さんと
先生方 ▶

◀播磨看護専門学校の
　学生の皆さん

P．20にてインタビュー内容を掲載しています！

今回のつながりインタビューは
  播磨看護専門学校に伺いました。
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答答

答答

答

答
　
　

先
行
工
事
の
中
の
解
体
工

事
、
長
寿
命
化
改
修
工
事
で
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
て
示
さ
れ
た

資
料
と
の
２
０
０
万
円
の
差
は
何

か
。

　
　

そ
の
時
点
で
の
概
算
で
提
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
再
度
精
査
し

た
こ
と
に
よ
り
２
０
０
万
円
を
増

額
し
た
。

1 月 臨 時 会

　
　

12
月
議
会
で
６
５
０
０
万
円

の
予
算
を
認
め
た
ば
か
り
だ
が
、

そ
の
時
点
で
分
か
ら
な
か
っ
た
の

か
。

　
　

内
容
変
更
も
あ
る
が
、
大
規

模
工
事
の
た
め
、
十
分
に
把
握
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
分
も
あ
り
、

そ
の
点
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。

　
　

防
音
シ
ー
ト
か
ら
防
音
パ
ネ

ル
に
変
更
に
な
っ
て
い
る
が
、
い

つ
の
段
階
で
変
更
が
必
要
と
分

か
っ
た
の
か
。

　
　

令
和
３
年
度
に
実
施
設
計
を

作
成
す
る
中
で
８
月
、
９
月
の
段

階
で
変
更
す
る
話
は
出
て
い
た

が
、
最
終
金
額
が
確
定
し
た
の
が

11
月
末
で
あ
る
。

12
月
補
正
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ

た
た
め
増
額
要
因
を
見
込
ん
だ
上

で
提
出
し
た
が
、
金
額
が
見
込
み

よ
り
大
幅
に
上
が
っ
た
た
め
で
あ

る
。

　
　

こ
の
３
７
０
０
万
円
の
中
で

一
番
大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

の
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
。

　
　

作
業
ヤ
ー
ド
の
確
保
の
観
点

か
ら
、
当
初
見
込
ん
で
い
な
か
っ

た
分
を
追
加
し
た
こ
と
が
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

　
　

想
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　

当
初
は
今
回
の
施
設
解
体
工

事
の
中
に
は
含
め
ず
に
設
計
を
進

め
て
い
た
。
設
計
を
精
査
す
る
中

で
カ
セ
池
造
成
工
事
の
遅
れ
等
も

あ
っ
て
作
業
ヤ
ー
ド
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
、
追
加
で
東
門
付
近

の
解
体
工
事
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　

カ
セ
池
工
事
が
順
調
に
進
ん

で
い
れ
ば
こ
の
費
用
は
い
ら
な

か
っ
た
と
い
う
解
釈
で
い
い
の

か
。

　
　

東
門
付
近
の
解
体
工
事
は
、

当
初
の
予
定
で
は
令
和
６
年
度
の

校
舎
棟
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
で

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
前
倒
し

で
実
施
す
る
。

　
　

長
寿
命
化
改
修
工
事
も
前
倒

し
で
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
な
の

か
。

　
　

予
定
通
り
令
和
６
年
度
の
工

事
で
行
う
。
東
門
付
近
の
解
体
工

事
は
作
業
ヤ
ー
ド
が
当
初
の
予
定

通
り
カ
セ
池
で
確
保
で
き
て
い
れ

ば
、
工
事
車
両
の
進
入
が
必
要
な

か
っ
た
の
で
実
施
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
。

             

賛
成
多
数
で
可
決

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
11
号
）

社
地
域
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
の

先
行
施
設
解
体
工
事(

プ
ー
ル
棟
、

武
道
場
棟
及
び
部
室
棟)

に
つ
い

て
、
カ
セ
池
造
成
工
事
中
断
の
影

響
で
工
期
を
延
長
し
、
東
門
付
近

の
解
体
工
事
前
倒
し
な
ど
工
事
内

容
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ
り
、
２

８
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

問問問

問答 問問

■：解体工事箇所

問答



などなど
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答答答

3

問

答 問

答答 問問

問問

33議案を審議。32議案可決、1議案否決
一般質問では、10名の議員が市当局の考えを質した

33議案を審議。32議案可決、1議案否決
一般質問では、10名の議員が市当局の考えを質した

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
12
号
）

【
事
業
説
明
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
と
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
が
重
な
る
最
前
線
で
働

く
、
保
育
所
及
び
認
定
こ
ど
も

園
に
お
け
る
保
育
士
等
や
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
）
に
お
け
る
支

援
員
等
の
処
遇
改
善
の
た
め
、

賃
上
げ
効
果
が
継
続
さ
れ
る
取

組
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
令

和
４
年
２
月
か
ら
収
入
を
３
％

程
度
（
月
額
９
０
０
０
円
）
引

き
上
げ
る
た

め
の
措
置
を

実
施
す
る
。

　
　

事
業
者
が
職
員
に
対
し
処
遇

改
善
す
る
こ
と
を
条
件
に
交
付
申

請
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
全
て
の
事
業
者
が
そ
う

い
う
意
向
か
。

　
　

予
算
要
求
前
に
各
施
設
に
確

認
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

放
課
後
児
童
支
援
員
、
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
等
の
収
入
を

３
％
程
度
（
月
額
９
０
０
０
円
）

引
き
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
運

用
は
。

　
　

国
の
補
助
金
一
人
当
た
り
９

０
０
０
円
を
も
と
に
、
各
施
設
の

判
断
で
、
柔
軟
に
処
遇
改
善
を
行

う
。

【
事
業
説
明
】

家
計
及
び
市
内
事
業
者
の
経
営
継

続
支
援
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
率
向
上
を
図
る
た
め
商
品

券
を
販
売
し
た
。

　
　

減
額
の
理
由
は
。

　
　

１
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を

１
万
円
で
販
売
し
た
事
業
は
、
引

換
率
が
71
・
5
％
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
有
者
に
対
す
る
５
０
０

０
円
分
の
商
品
券
を
１
０
０
０
円

で
販
売
し
た
事
業
は
、
引
換
率
が

88
・
9
％
と
引
換
率
が
低
か
っ
た

こ
と
が
減
額

の
大
き
な
原
因

で
あ
る
。ま
た
、

引
換
率
が
低
か
っ

た
原
因
は
、
大

型
店
舗
で
も
利

用
で
き
る「
共
通

券
」
の
割
合
が

低
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
。

【
事
業
説
明
】

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
持
帰
り
の
た
め
の
充
電
器
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
の
物
品
を
購
入
す
る
。

　
　

学
校
等
の
感
染
症
対
策
等
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
国
が
基
本
的

対
処
方
針
を
出
し
た
の
が
、
昨
年

の
11
月
19
日
と
思
う
が
、
補
正
予

算
が
今
回
と
な
っ
た
理
由
は
。

　
　

国
の
予
算
は
11
月
26
日
以
降

の
物
品
の
契
約
か
ら
補
助
対
象
に

な
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
補
助

金
の
執
行
方
法
や
、
学
校
で
何
が

必
要
か
を
確
認
し
た
の
で
、
３
月

補
正
と
な
っ
た
。

　
　

感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
状

況
か
ら
、
素
早
い
対
応
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　

11
月
26
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
、
市
に
「
学
校
保
健
特
別
対
策

事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
」
が
１

月
21
日
付
で
届
い
た
。
今
後
も
早

急
に
対
応
が
必
要
な
も
の
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
活
用
で
き
る
よ
う

対
応
す
る
。

【
事
業
説
明
】

農
地
・
水
路
等
の
地
域
資
源
の
基

礎
的
保
全
活
動
・
地
域
資
源
の
質

的
向
上
を
図
る
共
同
活
動
及
び
農

業
用
施
設
の
長
寿
命
化
に
対
す
る

活
動
に
対
し
て
交
付
す
る
。

　
　

約
３
０
０
０
万
円
の
減
額
の

理
由
と
事
業
に
つ
い
て
地
域
に
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
き
た
の

か
。

　
　

減
額
の
主
な
理
由
は
、
交
付

金
メ
ニ
ュ
ー
の
「
加
算
措
置
」
の

活
動
取
組
み
数
を
76
地
区
見
込
ん

で
い
た
が
、
実
際
は
25
地
区
の
実

施
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
域
指
導

は
、
中
間
検
査
時
等
に
、
職
員
か

ら
地
区
の
担
当
者
に
行
っ
て
い

る
。

保
育
士
等
及
び
放
課
後
児
童

支
援
員
等
処
遇
改
善
臨
時

特
例
事
業
補
助
金

　
　
　
　

６
３
８
万
１
千
円

小
中
学
校
管
理
事
務
事
業

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
）

　
　
　
　

１
６
４
８
万
５
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
商
品
券
事
業

　
　
　
　

１
億
２
百
万
円
を
減
額

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
負
担
金

　
　
　
　

３
０
７
５
万
６
千
円
を
減
額
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答

条
例
制
定
・
改
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問

答

答

問

問

答 問

答 問

答 問

ふ
る
さ
と
加
東
応
援
基
金

条
例
制
定

福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

東
条
西
ふ
れ
あ
い
館

条
例
制
定

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

【
事
業
説
明
】

国
の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
獣

害
対
策
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
地

区
に
、
侵
入
防
止
柵
資
材
を
支
給

す
る
。

　
　

補
助
金
が
、
地
元
か
ら
の
要

望
の
６
割
程
度
と
な
っ
た
の
で
、

補
助
額
以
外
は
地
元
で
対
応
し
た

と
聞
く
が
、
予
算
を
減
額
す
る
な

ら
、
一
般
財
源
を
投
入
し
て
で
も
、

地
元
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

補
助
金
は
、
６
割
程
度
し
か

つ
い
て
い
な
い
。
申
請
地
区
に
は
、

現
状
を
説
明
し
て
、
予
算
の
範
囲

で
実
施
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度

以
降
、
補
助
金
が
つ
か
な
か
っ
た

部
分
に
つ
い
て
、
別
の
交
付
金
の

活
用
や
、
市
が
一
部
助
成
す
る
よ

う
な
こ
と
も
研
究
し
、
要
望
延
長

に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

【
制
定
理
由
】

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
受
入
額

を
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事

業
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　

基
金
を
設
置
す
る
目
的
は
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を
単
年
度
の

事
業
に
充
当
し
て
い
た
が
、
充
当

し
き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
そ

の
目
的
に
合
っ
た
積
み
立
て
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寄
附
者
の
意

向
に
沿
っ
た
活
用
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

改
正
に
あ
た
っ
て
、
消
防
団

員
に
聞
き
取
り
や
協
議
は
し
た

か
。

　
　

団
幹
部
（
小
隊
長
以
上
）
か

ら
意
見
を
聴
取
し
た
。
改
正
の
内

容
は
、
お
お
む
ね
了
解
を
得
て
い

る
。
運
用
に
つ
い
て
、
団
と
事
務

局
で
検
討
が
必
要
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　
　

団
員
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　
　

幹
部
会
で
再
調
整
を
行
い
、

新
分
団
長
会
議
で
分
団
長
に
も
説

明
す
る
。

     

　
　  

全
会
一
致
で
可
決

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

（
↓
ｐ
10
）

【
改
正
理
由
】

学
校
薬
剤
師
の
報
酬
の
額
を
兵
庫

県
立
学
校
医
等
の
報
酬
の
額
と
同

水
準
に
す
る
（
年
額
８
万
３
千
円

を
15
万
４
千
円
に
改
正
）。

　
　

学
校
薬
剤
師
の
業
務
の
内
容

は
。

　
　

プ
ー
ル
の
水
質
検
査
、
水
道

水
の
水
質
検
査
、
照
度
・
採
光
、

二
酸
化
炭
素
等
の
検
査
の
ほ
か

プ
ー
ル
運
営
委
員
会
、
学
校
保
健

委
員
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

     

　
　  

全
会
一
致
で
可
決

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

（
↓
ｐ
11
）

委
員
長
報
告

東
条
西
ふ
れ
あ
い
館
条
例
の
一
部

を
次
の
と
お
り
修
正
す
る
。

条
例
第
５
条
第
３
項
中
第
５
号

「
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
等
又

は
宗
教
の
勧
誘
活
動
を
行
う
と

き
」
及
び
第
６
号
「
運
動
競
技
に

使
用
す
る
と
き
」
を
削
り
、
第
７

号
を
第
５
号
と
す
る
。

◎まちの拠点施設整備事業
　　　　　　　7769万3千円
◎水利施設等保全高度化事業
　　　　　　　　992万3千円
◎市道横谷１号線法面修繕工事
　　　　　　　 　  2310万円

〈補正予算〉その他主な内容

　
　

第
６
条
た
だ
し
書
き
「
地
方

再
生
法
第
５
条
第
４
項
第
２
号
」

の
説
明
を
。

　
　

企
業
か
ら
積
極

的
な
支
援
を
い
た

だ
き
、「
加
東
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
計
画
」
に

掲
げ
る
事
業
に
充
当

す
る
場
合
に
限
る
と

し
た
。

 

全
会
一
致
で
可
決

【
改
正
理
由
】

消
防
庁
が
消
防
団
員
の
確
保
を
目

的
に
、
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬

等
の
基
準
を
策
定
し
た
た
め
、
消

防
団
員
の
処
遇
改
善
と
し
て
、
年

額
報
酬
の
見
直
し
と
出
動
報
酬
を

創
設
す
る
。

（日本学校保健会HPより）

　目の届く位置に柵を設置するこ
とで、柵の破損状況などが確認し
やすくなります。
　集落柵の内側にヤブを残すと、
野生動物に潜む場所を与えてしま
うおそれがあります。

3 月 定 例 会

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

事
業

４
７
４
万
７
千
円
を
減
額

賛
成
多
数
で
可
決
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討 

論

答答 問問 地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正

選
　
挙

答答 問問 　
　
宗
教
の
勧
誘
活
動
も
削
除
す

る
理
由
は
、
議
論
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

議
論
は
な
か
っ
た
。

　
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
と

東
条
西
ふ
れ
あ
い
館
条
例
で
齟
齬

が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
条

例
の
修
正
案
を
可
決
し
た
時
点

で
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
も
修
正

案
を
出
す
べ
き
と
い
う
議
論
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
　

東
条
西
ふ
れ
あ
い
館
条
例
の

修
正
案
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
整
合

性
を
取
る
よ
う
求
め
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

原
案
賛
成
討
論

　

原
案
の
条
例
第
５
条
第
３
項
の

各
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
が

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
運
用
に
混
乱

を
き
た
さ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

で
賛
成
す
る
。　
　
　
　
（
小
紫
）

原
案
及
び
修
正
案
反
対
討
論

　

今
回
は
、「
施
設
の
使
用
許
可
」

の
条
文
に
つ
い
て
、「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
条
例
」
と
違
う
判
断
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
信
念
が
な

い
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

こ
の
条
例
を
否
決
し
て
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
条
例
も
廃
止
し
て
、

６
月
議
会
で
仕
切
り
直
す
か
、
審

議
未
了
に
し
て
廃
案
に
す
る
し
か

な
い
。　　
　
　
　
　

  　
（
大
畑
）

修
正
案
賛
成
討
論

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
制
定

時
の
意
見
や
今
議
会
の
議
案
提
案

時
に
お
け
る
質
疑
も
受
け
て
聞
く

と
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と

な
る
が
、
真
摯
に
議
論
し
た
結
果

で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
条
例
制
定
の
時
は
、
運
用
面

で
「
齟
齬
」
が
な
い
よ
う
に
す
る

と
聞
い
て
い
た
が
、
こ
の
条
文
の

中
の
「
勧
誘
活
動
を
行
う
と
き
」

と
い
う
「
主
観
的
な
も
の
」
で
判

断
す
る
こ
と
と
な
り
、
問
題
が
あ

る
。
現
場
で
混
乱
が
起
き
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
た
め
削
除
し
、

修
正
案
を
提
出
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
尾
）

賛
成
多
数
で
修
正
案
を
可
決

賛
成
多
数
で
修
正
議
決
を
し
た

部
分
を
除
く
原
案
を
可
決

反
対
討
論

　

元
々
こ
の
規
定
が
間
違
っ
て
い

る
。
法
に
基
づ
か
な
い
規
制
を
し

た
ら
駄
目
だ
と
言
っ
て
き
た
。
窓

口
の
負
担
は
増
え
る
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
る
。
こ
う

い
う
規
制
を
す
る
と
い
う
考
え
に

反
対
す
る
。　
　
　
　
　

 

（
大
畑
）

　
　
　
　
賛
成
少
数
で
否
決

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

【
改
正
理
由
】

施
設
の
使
用
許
可
の
要
件
の
う

ち
、不
許
可
事
項
を
明
確
に
す
る
。

【
改
正
内
容
】

第
８
条
（
施
設
の
使
用
許
可
）
第

３
項
「
施
設
の
使
用
不
許
可
」
第

６
号
「
政
党
又
は
宗
教
の
勧
誘
活

動
を
行
う
と
き
」
の
要
件
に
、「
そ

の
他
の
政
治
団
体
等
」
を
加
え
る

も
の
。

　
　「
そ
の
他
の
政
治
団
体
等
」

を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
許

可
の
判
断
が
非
常
に
難
し
く
な
る

と
思
う
が
。

　
　

窓
口
で
不
許
可
の
要
件
が
わ

か
り
に
く
い
と
の
意
見
が
あ
る
た

め
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
、
明

確
に
し
た
。

　
　
社
会
教
育
法
の
規
制
を
受
け

な
い
の
で
、
憲
法
を
無
視
し
て
市

の
方
針
で
ど
う
で
も
で
き
る
と
い

う
の
は
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　

憲
法
は
理
解
し
て
い
る
。
政

党
、
そ
の
他
の
政
治
団
体
及
び
宗

教
に
お
い
て
、「
勧
誘
活
動
」
だ

け
は
避
け
て
欲
し
い
と
提
案
し
て

い
る
。

井
村
重
文
氏

山
羽
具
微
子  

氏

藤
本
貴
樹
氏

廣
畑
恒
子
氏

戸
田
惠
造
氏

大
久
保　

雅
氏

藤
原
康
美
氏

大
槻
ゆ
か
り
氏

い

む
ら

し
げ

ふ
み

と

だ

そ
ご

そ
ご

け
い

ぞ
う

ふ
じ

わ
ら

や
す

み

お
お

つ
き

お
お

く

ぼ

み
や
び

ふ
じ

も
と

た
か

き

ひ
ろ

は
た

つ
ね

こ

や
ま

は

く
み
こ

○・・・賛成　×・・・反対　欠・・・欠席　　※その他の議案は全て全会一致で可決した。議決結果一覧（賛否の分かれたもの）

議案番号 議　案　名

北
原

豊

別
府
み
ど
り

鷹
尾

直
人

廣
畑

貞
一

古
跡

和
夫

大
畑
一
千
代

髙
瀬

俊
介

長
谷
川
幹
雄

石
井

雅
彦

岸
本
眞
知
子

小
川

忠
市

小
紫

泰
良

藤
尾

潔

桑
村

繁
則

山
本

通
廣

井
上

茂
和

議決結果

第1号 令和3年度一般会計補正予算（第11号）

第2号 令和3年度一般会計補正予算（第12号）

第18号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定の件

第30号 社地域小中一貫校カセ池造成工事変更請負契約締結の件

第31号 加東市立小中学校及び義務教育学校児童生徒用机椅子購入の件

第33号 地域交流センター条例の一部を改正する条例制定の件

第29号 東条西ふれあい館条例制定の件
（上段／委員会修正案、下段／修正議決部分を除く原案）

× 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 欠 〇 × 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 〇 × × × × × × 欠 × 〇 × × × 〇

可決（賛成12　反対3）

可決（賛成14　反対1）

可決（賛成13　反対2）

可決（賛成11　反対3）

可決（賛成13　反対1）

可決（賛成14　反対1）

可決（賛成14　反対1）

否決（賛成3　反対11）

議
　
長



・・・・・・・・・・・・・・・・

6かとう 市議会だより Ｎｏ.61

予 算 特 別 委 員 会

令和４年度 令和３年度 対前年度
増      減

対前年度
増 減 率

△ 586,00024,036,00023,450,000

4,081,092

539,183

3,655,649

8,275,924

3,077,359

3,582,828

2,974,507

9,634,694

41,360,618

4,216,213

558,810

3,769,032

8,544,055

3,391,901

3,696,655

2,999,632

10,088,188

42,668,243

△ 2.4%

国民健康保険特別会計 △ 135,121 △ 3.2%

後期高齢者医療特別会計 △ 19,627 △ 3.5%

介護保険保険事業特別会計 △ 113,383 △ 3.0%

計 △ 268,131 △ 3.1%

水道事業会計 △ 314,542 △ 9.3%

下水道事業会計 △ 113,827 △ 3.1%

病院事業会計 △ 25,125 △ 0.8%

計 △ 453,494 △ 4.5%

△ 1,307,625 △ 3.1%

※企業会計の予算額は、収益的支出及び資本的支出の合計額

後期高齢者医療広域連合納付金の減に
よるものです。

合　　　　　計

主に浄水設備費の減によるものです。

主に保険給付費の減によるものです。

主に保険給付費の減によるものです。

一　般　会　計

主に下水道事業費の減によるものです。

主に施設整備費の減によるものです。

単位：千円

会　　　　　　計 対前年増減の主な要因

特
別
会
計

企
業
会
計

主に東条学園小中学校整備事業の減に
よるものです。

　３月定例会に上程された
令和４年度の予算議案について、
予算特別委員会を設置し、３月７日から３日間にわたり
重点事業を中心に審査を行いました。
　質疑の一部をお伝えします。

■ 

令
和
４
年
度

　

 

予
算
審
査

特　

集

市税 
28.9%

地方譲与税 
0.7% 

利子割交付金等 

6.3% 

地方交付税 
16.2% 分担金及び負担金 

0.1%
 使用料及び手数料

 

1.0% 

国庫支出金  

11.1% 

県支出金  

7.0% 

財産収入・寄附金  

5.4%  

繰入金・繰越金
 6.2% 

諸収入
 2.0%

市債
 15.1%

問
答
　   医師の現状は。
　   非常勤医師が 1 名減となっている。

病   院

問
答
　   県営水道がストップした場合の対応は。
　   県営水道は市内2系統で受水しているた
め、一方が停止した場合、他方から供給でき
るよう県と協議していく。令和４年度、水道
BCP（水道事業業務継続計画）を策定し対応
できる体制を構築していきたい。

水   道

一般会計歳入の構成状況
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一般会計歳出の構成状況

一般会計予算234億5千万円
（対前年度比2.4％減）

議会費 総務費

民生費

衛生費
労働費

農林水産業費商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費
公債費 予備費

問

答

　   創業者の経営安定を目的と
するこれまでの補助金から内容
を変更するということか。
　   事業の立ち上げに必要な費用
の2分の1、上限100万円を2件分
として計上している。

問
答
　   小学校５年生が学ぶ、不安の対処行動療法とは。
　   思春期を迎える学年に不安やストレスと上手につき
あっていくプログラムを兵庫教育大学と連携して行う。

問
答
　   計画の策定はできているのか。
　   令和 3年度内に完了する見込み。

問

答

　   ため池廃止に係る
予算が計上されているが
詳細は。
　   農業用として使って
いないため池もあり、廃止
工事を行う。

問
答
　   実績と効果は。
　   令和3年12月生まれまで
の 250名に紙おむつなどの
子育て用品を手渡しで届けて
いる。窓口や相談の一覧、児
童館の案内など、窓口につな
ぐ支援ができている。

不登校支援
重層的支援体制整備事業

子育て見守り支援事業
創業支援事業 ため池等整備事業
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次ページに続きます

社地域小中一貫校の整備
★令和７年４月開校を目指し、
　建設工事に着手

空家等対策事業
★倒壊の恐れのある空家の
　除去を促進するため、除去
　費用の一部を補助

自治体DXの推進
★情報システムの標準化・
　共通化、行政手続きのオ
　ンライン化などを計画的に
　進める

営農継続支援事業
★主食用米生産農家への
　支援交付金

新型コロナウイルスワクチン
接種事業

乳幼児・子ども医療費の助成
★令和４年７月から高校３年生
　に相当する年齢まで対象を
　拡大・所得制限は撤廃

消防団員確保対策
★訓練・研修による消防力の
　強化・消防団員の処遇改善

まちの拠点施設整備事業
★令和4年10月のオープンに
　向け、やしろショッピング
　パーク Bio南側に、にぎわ
　い交流施設を整備する

事業費 :17億6956万8千円 事業費 :2 億717万1千円 事業費 :1億96万7千円 事業費 :1937万8千円

事業費 :450万3千円 事業費 :8832万5千円
事業費 :1億6245万3千円

（うち処遇改善分6029万2千円） 事業費 :823万7千円

問
答
　   情報管理事業の委託料等の詳細は。
　    庁舎内グループウェアの更新と、国が
進める自治体DX業務を進めるため、情報
管理アドバイザーに委託する。

自治体 DX の推進

●乳幼児等医療費給付事業
　うち、所得制限撤廃分
●こども医療費給付事業
　うち、所得制限撤廃分
　うち、対象年齢拡大分

事業費内訳

1億2457万4千円
813万4千円
8259万7千円
817万7千円
1622万6千円

問

答

　   主食用米生産農家の営農継続を支援
する交付金（2500円 /10アール）の
根拠は。
　   山田錦等酒造好適米営農継続支援交
付金の半額とした。

営農継続支援事業

拡充事業 新規事業

新規事業 新規事業 新規事業 新規事業

DXとは？ デジタル技術によって暮らしを
よりよいものに変革していくことを意味しています。

用語解説

令和4年度予算
重点事業

予 算 特 別 委 員 会
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保育所運営事業
★保育士の処遇改善に係る
　補助金交付・就業支援補助
　金の支給

ＡI の活用
★ＡIを活用した会議録反訳の
　ためのシステム、ホームペー
　ジの問い合わせに自動対応
　するチャットボットの導入

公共交通対策
★市内一律運賃制度の実施、
　路線バス・乗合タクシー等
　の地域公共交通の充実と
　ネットワーク形成事業費 :14億8196万9千円

組織風土改革事業
★職員が主体的に働く職場
　環境づくりを実現し、市民
　サービス向上に繋げる

事業費 : 627万円事業費 :7412万6千円 事業費 :428万1千円

拡充事業 新規事業新規事業

つ
、
こ
れ
ら
は
第
一
ス
テ
ー
ジ
の

議
会
改
革
で
あ
る
と
し
、
政
策
形

成
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
目
指
す

「
第
二
ス
テ
ー
ジ
」
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
た
。
政
策
形
成
を
通
じ
た
市

民
福
祉
の
向
上
に
議
会
と
し
て
い

か
に
貢
献
し
得
る
か
が
重
要
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

政
策
形
成
の
起
点
と
し
て
は
市
民

と
の
対
話
が
重
要
で
あ
る
と
し
、

愛
知
県
犬
山
市
議
会
で
の
「
市
民

フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
」
の
事
例

な
ど
を
紹
介
さ
れ
た
。

　
加
東
市
議
会
に
お
い
て
も
現
在

議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
や
政
策

立
案
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
非
常

に
有
用
な
研
修
で
あ
っ
た
。

地方バス等公共交通維持確保対策事業

自家用有償旅客運送事業
乗合タクシー事業
公共交通対策事業

5250万1千円
872万8千円
1137万6千円
152万1千円

問

答

　   市のホームページを見やすく、情報を
探しやすくするため、デザインの変更及び
LINE連携を行うとあるが、どういったものか。
　   市民からの問い合わせをLINEでも
受け付ける。また、LINEで情報を発信する
と、携帯電話等の画面に自動で表示される
機能を活用し、情報が目にとまるようにする。

問

答

　   処遇改善に係る補助金の交付はどの
ような基準で行うのか。
　   園に在籍している子どもの数などから
単価表によって国の補助金として支給し、
配分は各園の采配による。

保育所運営事業

問

答

　   公共交通空白地について地域との
協議は進んでいるのか。
　   事業によっては実現しているものもある。
地域役員とも協議、調整しながら進めている。

公共交通対策事業

議
員
研
修
会

　
　
　
　
　 （
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
）

１
月
25
日
に
、
大
正
大
学
教
授

江
藤
俊
昭
氏
か
ら
「
議
会
改
革

の
評
価
と
こ
れ
か
ら
の
議
会
活

動
〜
さ
ら
な
る
議
会
活
性
化
に

向
け
て
〜
」の
講
義
を
受
け
た
。

　
加
東
市
議
会
で
は
平
成
22
年
に

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
一
問

一
答
方
式
な
ど
わ
か
り
や
す
い
議

会
運
営
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
会
議
資
料

の
公
開
を
通
じ
た
情
報
公
開
、
議

会
報
告
会
を
通
じ
た
市
民
と
の
対

話
な
ど
の
改
革
を
実
践
し
て
き

た
。

　
江
藤
教
授
は
加
東
市
議
会
に
お

い
て
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
践

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
つ

うち処遇改善分2064万1千円
　　就業支援分   202万円（ ）
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１
．
福
祉
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
改
正
理
由
】

加
東
市
の
将
来
を
担
う
若
い
世
代

が
加
東
市
に
住
み
続
け
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ

う
に
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

医
療
費
助
成
制
度
の
助
成
対
象
を

拡
充
す
る
。

【
改
正
内
容
】

助
成
対
象
を
高
校
生
に
相
当
す
る

年
齢
ま
で
拡
大
し
、
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
。

【
財
政
へ
の
影
響
】

助
成
対
象
者
の
増
加
に
よ
り
、
約

３
１
２
８
万
円
の
支
出
増
と
な

る
。

　
　

高
校
等
に
就
学
し
て
い
な
く

て
も
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　

就
学
の
有
無
に
関
係
な
く
18

歳
の
年
齢
で
対
象
と
す
る
。

　
　

財
源
等
で
国
か
ら
の
補
助
な

ど
は
あ
る
の
か
。

　
　

福
祉
医
療
を
目
的
と
し
た
国

か
ら
の
補
助
金
は
な
い
。

　
　

議
案
提
案
前
に
議
会
に
説
明

が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

報
告
す
る
機
会
は
あ
っ
た

が
、
慎
重
を
期
し
て
き
た
。
し
っ

か
り
と
内
容
を
固
め
て
か
ら
説
明

す
べ
き
と
判
断
し
た
た
め
。

　
　

こ
れ
ま
で
に
議
員
が
提
案
し

た
が
、
市
長
は
「
受
益
者
負
担
の

考
え
方
か
ら
こ
の
よ
う
な
施
策
の

導
入
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
」
と
再

三
申
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

方
針
変
更
に
至
っ
た
経
緯
の
説
明

を
願
う
。

　
　

こ
の
よ
う
な
制
度
へ
の
税
の

使
い
方
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
常

に
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
若
い
世
代
へ
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
職
員
の

窓
口
対
応
の
ス
ト
レ
ス
解
消
や
子

育
て
環
境
へ
の
国
の
考
え
方
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
判
断
し
た
。

             

全
会
一
致
で
可
決

し
た
保
険
税
額
に
は
納
得
い
か
な

い
部
分
が
あ
る
。

　
　

ご
意
見
は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
市
と
し
て
収
納
率
を
上
げ
て

い
く
と
し
か
お
答
え
で
き
な
い
。

　
　

改
正
を
１
年
延
期
し
、
税
率

等
を
据
え
置
き
、
基
金
を
蓄
え
る

と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の

か
。

　
　

兵
庫
県
下
統
一
化
の
推
進
も

あ
り
標
準
に
合
わ
せ
る
判
断
と
し

た
。

             

全
会
一
致
で
可
決

２
．
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

【
改
正
理
由
（
概
要
）】

国
民
健
康
保
険
制
度
の
運
営
主
体

で
あ
る
兵
庫
県
が
定
め
た
標
準
保

険
料
率
に
市
の
税
率
を
合
わ
せ
る

た
め
の
改
正
。 

ま
た
、
未
就
学
児

に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
を
減
額

す
る
。

【
改
正
内
容
】

表
の
と
お
り

【
財
政
へ
の
影
響
】

約
４
８
７
０
万
円
減
収
見
込
み

（
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
）

　
　

兵
庫
県
が
示
す
標
準
保
険
料

率
に
合
わ
せ
て
毎
年
条
例
改
正
す

る
の
か
。

　
　

そ
の
年
の
医
療
費
給
付
等
の

状
況
に
よ
り
県
が
標
準
保
険
料
率

を
示
す
た
め
、
上
が
る
か
下
が
る

か
は
不
明
だ
が
、
基
金
の
残
高
を

見
な
が
ら
対
応
す
る
。

　
　

保
険
税
の
収
納
率
を
93
％
と

し
て
の
改
訂
だ
が
、
こ
の
収
納
率

は
県
が
示
し
た
率
な
の
か
。

　
　

県
が
示
し
た
率
で
は
な
く
加

東
市
独
自
の
率
で
試
算
し
た
。
市

の
令
和
３
年
度
の
実
績
見
込
み
で

あ
り
、
令
和
４
年
度
も
同
程
度
と

見
込
ん
だ
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
滞
納
者
分
約
７
％
を
見
越

　

付
託
さ
れ
た
３
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

２
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
可
決
。
１
議
案
は
修
正
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

問問

問 問

答答

答答

問答問問 答

問 答答

総務文教常任委員会

～福祉医療費助成制度の条例改正案を可決～

税率等の改正内容（単位：円）

医療給付費分 後期高齢者支援金等分 介護納付金分 合  計 

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 7.75％ 6.82％ 2.75％ 2.67％ 2.48% 2.63％ 12.98％ 12.12％ 

均等割 32,000 29,400 11,100（改正なし） 12,600 13,500 55,700 54,000 

平等割 22,000 19,100 7,600 7,200 6,400 6,700 36,000 33,000 
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東
条
西
ふ
れ
あ
い
館
条
例
は
修
正
案
を
可
決

〜
「
施
設
の
使
用
不
許
可
条
件
」
に
異
論
！
〜

消
防
団
員
処
遇
改
善
へ
報
酬
改
正

出
動
報
酬
１
回
１
0
0
円
か
ら
上
限
１
日
8
0
0
0
円
へ

３
．東
条
西
ふ
れ
あ
い
館
条

例
制
定

【
制
定
理
由
】

令
和
４
年
４
月
か
ら
旧
東
条
西
小

学
校
体
育
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
の
設
置
及
び
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
　

施
設
使
用
不
許
可
の
条
文
で

同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
に
記
載
し
て

い
な
い
「
政
党
そ
の
他
の
政
治
団

体
等
」
の
記
載
が
あ
る
の
は
な
ぜ

か
。

　
　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
に

こ
の
文
言
の
記
載
が
な
い
た
め
使

用
申
請
受
け
付
け
時
に
混
乱
し
た

事
案
が
あ
っ
た
た
め
記
載
し
た
。

　
　

そ
れ
が
理
由
で
あ
れ
ば
交
流

セ
ン
タ
ー
条
例
改
正
案
も
併
せ
て

提
案
す
べ
き
で
は
。

　
　

教
育
委
員
会
に
諮
り
、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
改
正
案
を
提

出
す
る
。

　
　

施
設
使
用
不
許
可
の
「
運
動

競
技
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。

　
　

軽
微
な
運
動
以
外
を
指
す
。

他
の
文
化
施
設
と
同
様
の
取
り
扱

い
と
し
た
。

　
　

こ
の
体
育
館
は
耐
力
度
調
査

結
果
で
は
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
が
改
修
工
事
は
。

　
　

令
和
５
年
度
に
長
寿
命
化
工

事
と
併
せ
て
施
工
す
る
。
空
調
機

器
整
備
も
実
施
し
、
指
定
避
難
所
、

社
会
教
育
施
設
の
機
能
を
持
た
せ

る
。

　
　

施
設
の
管
理
者
は
。

　
　

東
条
公
民
館
で
維
持
、
管
理

運
営
等
を
行
う
。

　
　

説
明
資
料
に
は
定
員
２
０
０

人
と
あ
る
が
、
条
例
や
規
則
に
定

員
数
の
記
載
が
な
い
が
。

　
　

運
営
基
準
で
内
規
的
に
定
め

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て

【
目
的
】

消
防
団
員
の
確
保
を
目
的
と
し
て

消
防
庁
基
準
に
沿
っ
て
団
員
の
処

遇
改
善
を
行
う
。

【
市
財
政
へ
の
影
響
】

約
６
０
７
０
万
円
増
額

（
令
和
３
年
度
実
績
見
込
比
）

　
　

報
酬
増
に
伴
う
財
源
へ
の
国

の
支
援
は
あ
る
の
か
。

　
　

一
定
の
条
件
下
で
実
績
に
近

い
額
を
普
通
交
付
税
で
措
置
す
る

通
知
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査

□
地
域
公
共
交
通
計
画
（
素
案
）

　

に
つ
い
て

□
小
中
一
貫
校
の
整
備
に
つ
い
て

□
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

　

画
及
び
第
３
次
総
合
戦
略
の
策

　

定
方
針
に
つ
い
て

□
請
願
第
３

－

２
号
に
対
す
る
処

　

理
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
に

　

つ
い
て

□
国
民
保
護
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

て
い
る
。
他
の
生
涯
教
育
施
設
と

同
様
に
定
員
数
の
記
載
は
し
て
い

な
い
。

　
　

社
会
教
育
法
に
基
づ
か
な
い

施
設
で
あ
り
な
が
ら
公
民
館
利
用

よ
り
厳
し
い
利
用
制
限
と
し
て
い

る
が
見
解
は
。

　
　

運
用
上
、
政
治
団
体
等
を
記

載
す
る
こ
と
で
、
勧
誘
等
の
禁
止

事
項
を
明
確
に
す
る
た
め
。

■
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

原
案
の
方
が
運
用
上
混
乱
を
き
た

さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
原
案
に
賛
成

し
、
修
正
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
紫
）

    

賛
成
多
数
で
修
正
案
可
決

【審査の論点】
　地域コミュニティ施設として位置づ
けしているにも関わらず、
●政党その他の政治団体等又は宗教
　の勧誘活動を行うとき。
●運動競技に使用するとき。
　使用を許可しないのは厳しすぎるの
　ではないか

委
員
よ
り
、
不
許
可
の
理
由
の
う

ち●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
等

又
は
宗
教
の
勧
誘
活
動
を
行
う
と

き
。

●
運
動
競
技
に
使
用
す
る
と
き
。

の
項
目
を
削
除
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
た
。

問答

問答

問答

問答

問答問答問問 答答

年額報酬（単位：円）

支給額
出動種別

～令和3年度

100円/回

4時間以内4,000円/日
4時間超8,000円/日

3,000円/日

1,000円/時間

令和4年度～

災　　害

警　　戒

訓　　練

上記以外

階　　級 現支給額 改正支給額

団　　長

副 団 長 変更なし

小 隊 長

分 団 長

副分団長

部　　長

班　　長

団　　長

205,000
123,000
77,000

36,000
18,000

13,000
12,000

11,000

50,500
45,500

38,000
37,000

36,500
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所
管
事
務
調
査

12

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
に
つ

い
て

１
．
滝
野
地
域
の
移
動
販
売
の
現

　
　

状

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
開
始
し
た

移
動
販
売
は
、
利
用
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
が
、
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

季
節
関
連
品
や
店
舗
特
売
品
な
ど

の
陳
列
や
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
、
利
用

者
が
固
定
化
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
目
標
売
上
金
額
で
あ
る
10
万

円
／
日
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
　

買
い
物
で
き
る
時
間
が
短
い

の
で
は
な
い
の
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
そ
う
い
っ
た
声

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
滝
野
地
域

連
絡
会
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

　
　

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
の

は
品
数
が
原
因
か
。

　
　

品
数
に
つ
い
て
は
少
し
ず
つ

改
善
し
て
い
る
。

２
．「
加
東
市
ち
ょ
っ
と
し
た
困

　

 

り
ご
と
お
助
け
帳
」
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
１
月
に
高
齢
者
等
の

買
い
物
支
援
の
た
め
に
、
加
東
市

商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
宅
配
・

宅
食
・
出
張
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
可

能
な
店
舗
を
ま
と
め
た
冊
子
「
加

東
市
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
お

助
け
帳
」
を
発
行
し
た
。

　
　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
具
体

的
な
考
え
は
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
、
地
域
づ
く
り
で
取
り
組
ん
で

い
く
事
業
の
中
か
ら
情
報
を
掘
り

起
こ
し
支
援
を
届
け
る
事
業
で
あ

る
。

　
　

実
施
計
画
を
策
定
す
る
予
定

は
な
い
の
か
。

　
　

令
和
３
年
度
中
に
策
定
す

る
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

（
制
度
に
よ
る
支
援
が
届
き
に
く

い
、
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
世

帯
が
あ
る
）

○
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

◆「
複
雑
・
複
合
化
し
た
問
題
」

　

や
「
制
度
の
狭
間
の
問
題
」
に

　

対
応
で
き
る
よ
う
、
多
機
関
が

　

連
携
す
る
相
談
支
援
体
制
の
整

　

備
を
進
め
る
こ
と

◆「
困
り
ご
と
の
多
様
化
」
や
背

　

景
に
あ
る
「
孤
立
」
に
対
応
で

　

き
る
よ
う
、「
地
域
の
支
え
合

　

い
・
福
祉
活
動
」と「
制
度
・
サ
ー

　

ビ
ス
」
を
結
び
付
け
、
包
括
的

　

に
支
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を

　

進
め
る
こ
と

◆
支
援
対
象
者
に
寄
り
添
い
な
が

　

ら
、
継
続
的
に
つ
な
が
り
、
関

　

わ
り
合
う
伴
走
型
支
援

◆「
複
雑
・
複
合
化
し
た
課
題
を

　

抱
え
て
い
な
が
ら
、
必
要
な
支

　

援
が
届
い
て
い
な
い
人
」
を
掘

　

り
起
こ
し
、支
援
を
届
け
る
こ
と

◆
住
民
同
士
が
気
に
掛
け
合
い
、

　

助
け
合
う
環
境
が
育
ま
れ
る
よ

　

う
に
、側
面
的
に
支
援
す
る
こ
と

　
　

多
機
関
協
働
事
業
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
何
人
体
制
か
。

　
　

令
和
４
年
度
は
４
名
で
、
う

ち
１
名
が
調
整
役
で
あ
る
。

 

「
加
東
市
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
お
助
け
帳
」

発 

行

問問 答答

問答

問答

問答

産業厚生常任委員会

平成30年度～令和3年度
【利用実績】

令和3年度の数値は4～12月の実績。

利用者数（人）

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

購入金額（円） 客単価（円）

3,230

2,766

2,253

2,231

4,492,896

4,855,043

4,394,488

4,879,027

1,391

1,755

1,951

2,187

 
 
 
 
 

　 
　　 

　 
　　 

　 

 
交流の場、居場所づくり 
住民を中心とした支援の輪づくり 
生活課題を抱える住民の発見と支援が困難な場合に公的機関につなぐ仕組みづくり 
一般介護予防事業（地域介護予防活動支援事業） 
生活支援体制整備事業（第二層生活支援コーディネーターを市社会福祉協議会に委託） 
地域活動支援センター事業 
地域子育て支援拠点事業 

既存資源の活用、拡充 
新たな資源の開発 

地域づくり支援事業（既存事業） 

地域包括支援センター 
障害者（児）相談支援事業 
利用者支援事業 
自立相談支援事業 

支援メニューのマッチング 
マッチング後のフォローアップ 

 

訪問や連絡によるアウトリーチ 
支援会議、重層的支援会議にケースを付議 
関係機関や地域住民との関係構築 

アウトリーチ事業（新規事業） 

包括的相談支援事業（既存事業） 

重層的 
支援会議 

支援会議 

多機関協働事業 
（新規事業） 

市社会福祉協議会に委託 

市社会福祉協議会に委託　 

参加支援事業（新規事業） 

生活課題を抱える住民等 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
イ
メ
ー
ジ
図
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▲詳しくは
　こちら

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

（
検
証
）

　

平
成
29
年
度
に
集
落
柵
の
延
長

が
大
き
く
増
加
し
た
結
果
、
平
成

30
年
度
の
被
害
額
が
減
少
し
て
お

り
、
平
成
30
年
度
以
降
も
集
落
柵

の
延
長
の
増
加
に
合
わ
せ
て
被
害

額
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

集
落
柵
の
設
置
が
被
害
額
の
減
少

に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

令
和
２
年
度
の
被
害
額
が
大
き
く

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
侵
入
防
止

柵
の
設
置
だ
け
で
は
防
ぎ
き
れ
な

い
ほ
ど
イ
ノ
シ
シ
の
加
害
個
体
が

増
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
対
策
が
広
範
囲
と
な
る
地
区

の
被
害
対
策
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
。

　
　

鳥
獣
被
害
対
策
サ
ポ
ー
タ
ー

と
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
よ
い
の

か
地
区
と
協
議
を
進
め
て
い
た
だ

く
。

現
地
視
察

　

1
月
7
日
に
広
沢
浄
水
場（
山

国
）
に
お
い
て
、
供
用
開
始
前
の

浄
水
設
備
棟
を
視
察
し
た
。

そ
の
他
の
所
管
事
務
調
査

□
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

　

い
て

□
請
願
第
３

－

１
号
に
対
す
る
処

　

理
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
に

　

つ
い
て

□
空
家
支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い

　

て
□
地
域
農
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の

　

後
期
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
３
件

◆
概
要

　

議
会
の
役
割
と
し
て
、「
市
政

に
関
す
る
調
査
研
究
を
通
じ
て
、

必
要
な
政
策
を
自
ら
立
案
し
、
又

は
市
長
等
に
提
案
を
行
う
こ
と
」

を
、
加
東
市
議
会
基
本
条
例
で
定

め
て
お
り
、
政
策
立
案
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
市
議
会
が
政
策
立
案
等

に
取
り
組
む
に
あ
た
り
そ
の
手

順
、
手
続
き
等
の
あ
り
方
を
示
す

も
の
。

◆
奥
州
市

　

奥
州
市
議
会
は
、「
政
策
立
案

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
」
で
、
第
15

回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
に
お
い
て

最
優
秀
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
賞
を

受
賞
。

◆
感
想

・
初
め
て
の
体
験
で
あ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
行
政
視
察
。
ど
う
な
る
の
か

と
心
配
し
な
が
ら
会
議
室
に
入
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
思
っ
て
い

た
よ
り
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

無
事
に
終
わ
っ
た
。
た
だ
や
は
り

臨
場
感
に
欠
け
る
の
は
仕
方
の
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
よ
り
細
や
か
な
市
民
の
意
見
把

握
や
、「
政
策
提
言
書
」
提
出
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
重
視
な

ど
、
加
東
市
議
会
と
し
て
も
奥
州

市
議
会
を
見
習
っ
て
い
き
た
い
と

感
じ
た
。

問

答

岩手県奥州市議会とオンラインで
行政視察を行いました
岩手県奥州市議会とオンラインで
行政視察を行いました

議
会
運
営
委
員
会

政
策
立
案
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

オンライン画面

オンラインによる視察風景
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問

問問

答

答答

３
月
４
日
に
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の

合
同
審
査
会
を
開
催
し
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

◆
年
次
計
画
の
変
更
点

● 

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

Ｂ
ｉ
ｏ
南
側
に
整
備
中
の
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
に
ぎ
わ
い
交
流
施

設
の
追
加

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
に
伴
う
施
設
の
計
画
の
見
直

し
、
修
繕
費
用
の
追
加

● 

国
庫
補
助
金
な
ど
財
源
内
訳
の

見
直
し

　
　
社
地
域
小
中
一
貫
校
の
整
備

に
伴
い
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の

あ
り
方
は
検
討
を
進
め
て
い
る
か
。

小
学
校
や
旧
幼
稚
園
・
保
育
所
の

跡
地
の
利
活
用
に
も
影
響
し
て
く

る
の
で
は
。

　
　

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
東
条
文
化
会
館
の
応
接
室
の

空
調
が
故
障
し
て
い
る
と
聞
い
た

が
、
改
修
計
画
に
は
盛
り
込
ん
で

い
な
い
の
か
。

　
　

50
万
円
以
下
の
修
繕
は
、
指

定
管
理
者
が
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
市
の
計
画
に
は
盛
り
込
ん

で
い
な
い
。

　
　
旧
東
条
西
小
学
校
体
育
館
で
、

今
後
運
動
競
技
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
点
に
つ
い
て
は
地
元
の
住

民
も
知
ら
な
い
方
が
多
い
。

　
　

閉
校
後
跡
地
活
用
検
討
委
員

会
で
協
議
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ

る
。

合
同
審
査
会

議
会
基
本
条
例
評
価
・
検
証 

特
別
委
員
会

　

議
会
基
本
条
例
評
価
・
検
証
特

別
委
員
会
は
、
令
和
３
年
３
月
定

例
会
で
設
置
さ
れ
、
議
員
ア
ン

ケ
ー
ト
・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、10
回
の
会
議
を
経
て
評
価
・

検
証
及
び
見
直
し
の
作
業
を
行
っ

て
き
た
。

　

議
会
基
本
条
例
に
掲
げ
て
い
る

30
項
目
の
う
ち
、
現
状
の
取
り
組

み
と
照
合
し
て
「
取
り
組
み
の
見

直
し
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
も

の
が
９
項
目
、「
条
例
の
見
直
し
」

が
必
要
で
あ
る
と
し
た
も
の
が
６

項
目
で
あ
っ
た
。

　
「
取
り
組
み
の
見
直
し
」
が
必

要
で
あ
る
と
し
た
９
項
目
に
つ
い

て
は
、
市
当
局
か
ら
の
提
案
の
審

議
は
行
え
て
い
る
も
の
の
、
議
会

主
導
の
政
策
提
案
・
政
策
立
案
の

取
り
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
と
の

意
見
が
多
か
っ
た
。

　

現
在
議
会
運
営
委
員
会
を
中
心

に
政
策
立
案
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
を
行
っ
て
お
り
、
今
ま
で
開
催

実
績
の
な
か
っ
た
政
策
討
論
会
を

開
催
し
や
す
く
す
る
な
ど
の
改
善

も
行
っ
た
。
今
後
は
政
策
立
案
の

起
点
と
す
る
べ
く
「
市
民
と
の
意

見
交
換
会
」
の
積
極
的
な
開
催
や
、

議
会
内
部
で
の
討
議
の
充
実
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
条
例
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
し
た
６
項
目
に
つ
い

て
、

（1）
災
害
時
に
お
け
る
議
会
の
対
応

（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
。

（2）
こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
議
会

の
議
員
の
一
般
選
挙
の
日
か
ら
２

年
を
経
過
し
た
後
に
定
期
的
に
検

証
す
る
こ
と
。

（3）
所
要
の
文
言
整
理
を
行
う
こ

と
。

を
目
的
と
し
た
議
会
基
本
条
例
改

正
案
を
委
員
会
で
本
会
議
に
提
出

し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
議
会
基
本
条

例
評
価
・
検
証
特
別
委
員
会
は
調

査
を
終
了
し
た
。

東条西ふれあい館（旧東条西小学校体育館）

お詫びと訂正
令和４年２月１日付け発行の「かとう市議会
だより　第６０号」につきまして、下記のと
おり誤りがありました。
お詫びして、訂正いたします。
■14ページ　鷹尾議員の一般質問の記事
内「【問】閉校後の財産の位置づけは。」の
【答】の４行目

誤：「体育館」は取り壊す
正：「校舎」は取り壊す

公共施設の
今後のあり方を考える



一　般　質　問 

かとう 市議会だより Ｎｏ.61

　
　

ま
ち
づ
く
り
と
教
育
施
策
の
関
係
に
つ

い
て 

　
　
「
か
と
う
学
」
を
通
し
て
、
子
ど
も
に
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
を
育
む
と
と
も
に
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
よ
く
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
主
体
的
意
識
を
育
成
し
、
未
来
の
加
東
市

を
担
う
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
ふ
る
さ
と

学
習
と
教
科
学
習
が
つ
な
が
る
教
育
活
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
施
策
と
の
関
連
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
研
究
を
進
め
て
い

く
。

　
　

切
れ
目
の
な
い
教
育
施
策
の
中
で
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
学
校
教
育
活
動
実
践

で
の
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
令
和
元
年
度
51

名
、
令
和
２
年
度
55
名
、
令
和
３
年
度
１

月
末
時
点
で
65
名
と
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
増
加
傾
向
は
、
加
東
市
に
お
け
る
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和
４
年

度
は
、
一
人
で
も
多
く
の
児
童
生
徒
が
、
学

校
生
活
で
こ
そ
得
ら
れ
る
経
験
が
積
め
る
よ

う
、
全
小
学
５
年
生
を
対
象
に
し
た
不
安
を

対
処
す
る
力
を
養
う
「
勇
者
の
旅
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
、
兵
庫
教
育
大
学
と
連
携
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
て
、
未
然
防

止
の
取
組
を
充
実
す
る
。
さ
ら
に
、
個
に
応

廣
畑
貞
一
議
員

じ
た
対
策
や
未
然
防
止
の
取
組
等
の
不
登
校

研
究
を
令
和
５
年
度
ま
で
継
続
し
、
市
独
自

の
不
登
校
研
究
指
定
校
を
決
め
て
研
究
を
続

け
る
。

　
　
「
人
間
力
」
の
育
成
に
つ
い
て
。

　
　

地
域
社
会
全
体
の
教
育
力
を
生
か
し
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

学
校
と
地
域
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
熟
議

し
て
活
動
す
る
こ
と
で
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

自
ら
の
夢
に
挑
戦
す
る
中
で
自
立
し
た
子
ど

も
の
育
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
社
会
の
形

成
者
と
し
て
の
人
間
力
を
育
成
し
て
い
く
。

 

答
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令
和
３
年
度
の
教
育
施
策
の

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
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学
校
閉
鎖
、
学
年
や
学
級
閉
鎖
の
状
況

と
そ
の
間
の
指
導
状
況
は
。

　
　

３
学
期
に
臨
時
休
業
を
行
っ
た
学
校
は
、

３
月
11
日
現
在
で
４
校
。
う
ち
学
級
閉
鎖

が
11
ク
ラ
ス
、
学
年
閉
鎖
は
６
学
年
、
休

校
措
置
は
２
校
。
休
業
中
は
で
き
る
限
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
学
び
の
継
続

を
図
る
と
と
も
に
、
１
人
１
台
端
末
で
健
康

観
察
や
学
級
活
動
を
行
っ
た
。

　
　

修
学
旅
行
、
校
外
学
習
の
実
施
状
況
は
。

　
　

修
学
旅
行
は
全
て
の
学
校
で
実
施
で
き

た
が
、
３
学
期
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
中
学

１
年
生
の
ス
キ
ー
教
室
と
２
年
生
の
県
外
で

の
校
外
学
習
は
中
止
し
た
。
自
然
学
校
は
２

泊
３
日
に
短
縮
し
て
実
施
し
、
残
り
の
２
日

間
を
各
学
校
等
で
の
体
験
活
動
に
替
え
た
。

　
　

い
じ
め
の
状
況
は
。

　
　

令
和
４
年
１
月
現
在
で
、
い
じ
め
の
認

知
件
数
は
、
小
学
校
２
４
０
件
で
、
昨
年
同

時
期
と
比
べ
て
１
２
５
件
増
。
中
学
校
は
23

件
で
同
じ
く
７
件
減
で
あ
る
。
小
学
校
の

い
じ
め
認
知
件
数
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、

積
極
的
に
認
知
し
、
早
期
対
応
に
努
め
た
結

果
で
あ
り
、
教
職
員
の
意
識
の
高
ま
り
が
見

ら
れ
た
。

　
　

不
登
校
児
童
生
徒
数
と
対
策
は
。

　
　

令
和
２
年
度
は
55
名
で
あ
っ
た
が
、

小
紫
泰
良
議
員

令
和
３
年
度
は
１
月
末
時
点
で
、
小
学
校
19

名
、
中
学
校
46
名
、
合
計
65
名
と
増
加
し

て
い
る
。
学
校
で
は
、
家
庭
訪
問
や
教
育
相

談
を
行
い
、
行
事
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て

登
校
意
欲
を
喚
起
し
た
り
、
教
室
に
入
り
に

く
い
子
ど
も
に
は
、
適
応
指
導
教
室
や
別
教

室
へ
の
登
校
を
促
し
た
り
し
て
、
個
別
の
支

援
を
継
続
し
て
き
た
。
ま
た
、
不
登
校
対
策

を
市
の
重
点
課
題
と
捉
え
、
令
和
３
年
度
か

ら
市
と
県
の
不
登
校
支
援
研
究
校
を
指
定
し
、

兵
庫
教
育
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
未
然
防
止

や
早
期
対
応
、
教
室
復
帰
に
向
け
た
段
階
的

な
支
援
に
つ
い
て
研
究
、
取
組
を
進
め
て
い

る
。

  

そ
の
他
の
質
問

□
小
中
学
校
の
教
員
不
足
に
つ
い
て

 
問問 問 答答答問答

令
和
３
年
度
加
東
市
学
校
教
育
の

進
展
の
評
価
と
令
和
４
年
度
の

基
本
方
針
に
つ
い
て

こちらから一般質問の様子を動画でご覧いただけます。
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本
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
教
員
配
置

の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

　
　

令
和
３
年
４
月
当
初
は
、
す
べ
て
の
小

中
学
校
で
定
数
の
常
勤
教
員
が
配
置
で
き
て

い
る
。
し
か
し
、
４
月
以
降
１
学
期
途
中
か

ら
が
１
名
、
２
学
期
途
中
か
ら
が
１
名
、
３

学
期
途
中
か
ら
が
２
名
、
年
度
途
中
に
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　

担
任
の
先
生
が
未
配
置
と
な
っ
た
ク
ラ

ス
は
な
い
か
。

　
　

２
学
期
途
中
か
ら
教
頭
が
担
任
を
し
た

学
級
が
１
つ
あ
っ
た
。
学
校
全
体
の
教
員
数

が
少
な
く
な
る
が
、
子
ど
も
達
の
学
級
指
導

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
の

対
策
は
。

　
　

子
ど
も
達
の
授
業
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
に
、
他
の
教
員
で
授
業
を
分
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う

に
、
非
常
勤
講
師
の
配
置
時
間
を
増
や
し
た

り
、
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
配
置
し
た

り
し
、
学
校
全
体
の
教
員
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。
教
員
未
配
置
の
問
題
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
子
ど
も
達
の

学
び
を
止
め
な
い
よ
う
に
、
教
職
員
の
負
担

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
未
配

置
が
出
な
い
よ
う
に
、
県
内
市
町
教
育
委
員

髙
瀬
俊
介
議
員

会
と
情
報
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
教
育
学

部
を
持
つ
県
内
大
学
に
も
募
集
を
し
て
い
る
。

　
　

東
条
学
園
小
中
学
校
の
教
員
配
置
は
十

分
で
あ
る
か
。

　
　

教
員
定
数
に
加
え
て
教
員
を
配
置
し
た

こ
と
に
よ
り
、
他
の
学
校
よ
り
も
令
和
３
年

度
は
４
名
多
く
な
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度

は
２
名
の
加
配
（
教
員
定
数
を
超
え
て
配
置

す
る
こ
と
）
に
よ
り
、
統
合
し
た
際
の
加
配

教
員
を
徐
々
に
減
ら
す
た
め
の
処
置
が
取
ら

れ
て
い
る
。
新
設
校
の
開
校
に
よ
る
負
担
軽

減
の
た
め
、
教
員
一
人
当
た
り
の
授
業
時
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

答 問

問問問 答答答

教
員
未
配
置
問
題
に
関
し
て

　
　

南
山
で
外
国
人
の
通
院
を
民
生
委
員
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
送
迎
し
て
い
た
事
例
が
あ

っ
た
と
聞
く
が
、
市
は
、
地
区
ご
と
の
移
動
手

段
の
な
い
方
の
人
数
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
交
通
弱
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
交
通
政

策
に
反
映
す
べ
き
で
は
。

　
　

令
和
３
年
度
に
策
定
す
る
加
東
市
地
域
公

共
交
通
計
画
で
、
鉄
道
駅
か
ら
半
径
１
ｋ
ｍ
、

路
線
バ
ス
、
社
市
街
地
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
等
の
停
留
所
半
径
３
０
０
ｍ

の
範
囲
内
を
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
圏
域
と
定

義
し
、
そ
れ
以
外
が
地
域
公
共
交
通
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
地
域
の
人
口
割
合
と
把
握
し

て
い
る
。
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
の

地
域
公
共
交
通
へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
は
慎
重
に
検
討
を
進

め
た
い
。

□
加
東
市
民
病
院
の
今
後
に
つ
い
て
市
の
方
針

を
問
う

　
　

大
阪
府
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第

５
波
の
後
で
、
国
の
構
想
に
従
っ
て
急
性
期
病

床
を
２
２
９
床
も
減
ら
し
て
、
第
６
波
で
は
人

口
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
割
合
が
全
国
で
一

番
多
く
な
っ
て
い
る
。
加
東
市
民
病
院
は
市
民

の
健
康
と
命
を
守
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
、
市
民
病
院
を
何
と
し
て
も
存
続
さ
せ
る

古
跡
和
夫
議
員

と
と
も
に
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
診
療
体
制

を
求
め
る
。

　
　

加
東
市
民
病
院
で
は
高
度
急
性
期
以
外
の

医
療
を
担
う
こ
と
と
し
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
そ
れ
ま
で
の
30
床
か
ら

41
床
に
増
床
す
る
な
ど
、
地
域
の
需
要
に
合
わ

せ
た
病
床
機
能
へ
の
転
換
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
民
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、

本
来
の
診
療
業
務
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
発
熱
外
来
、
検
査
な
ど
、
可
能
な
限
り

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
現
場
に
お
い
て
は
病
院
事
業
管
理
者
の
も
と

地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
等
と
連
携
し

な
が
ら
医
療
・
介
護
・
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
て
い
る
が
、
高
度
な
医
療
体
制
の

整
備
は
現
在
の
経
営
状
況
か
ら
困
難
で
あ
る
。
  

そ
の
他
の
質
問

□
加
東
市
に
お
け
る
有
機
栽
培
農
業
の
発
展
に

関
す
る
方
針
を
問
う

□
介
護
利
用
に
関
し
て
の
現
状
把
握
を
問
う

問問 答

答

交
通
弱
者
の
救
済
に
つ
い
て

加
東
市
の
方
針
を
問
う

自宅から半径300ｍ圏内
にあるバス停の時刻表

東条学園小中学校

一　般　質　問
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湿
度
が
40
％
以
下
の
と
き
低
濃
度
オ

ゾ
ン
が
コ
ロ
ナ
対
策
に
な
る
根
拠
は
あ
る
の

か
、
な
い
の
か
。

　
　

効
果
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
と
い
う
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
学
術
的
な
書
面
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
わ
か

ら
な
い
。

□
加
東
市
の
入
札
の
透
明
性
に
つ
い
て

　
　

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
第
３
条
１
項
に
は
、

「
入
札
及
び
契
約
の
過
程
並
び
に
契
約
の
内

容
の
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。
」
と
あ

り
、
定
価
を
調
べ
て
加
東
市
独
自
の
率
を
か

け
て
予
定
価
格
を
決
め
る
の
は
入
札
に
透
明

性
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
他
の
自
治
体
で
こ

の
よ
う
な
方
法
で
予
定
価
格
を
決
め
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
お
教
え
願
う
。 

　
　

他
市
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

□
社
地
域
小
中
一
貫
校
の
実
施
設
計
に
、

社
高
校
硬
球
対
策
を
い
れ
な
か
っ
た
の
か

　
　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
事
務
局 

財
務
課

に
電
話
に
て
確
認
の
結
果
、
原
因
者
の
加
東

市
で
な
く
、
県
の
１
０
０
％
支
出
負
担
で
防

球
ネ
ッ
ト
等
を
施
工
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

北
原
　
豊
議
員

い
た
。
し
か
し
フ
ァ
ウ
ル
に
対
し
て
ほ
ぼ
安

心
な
40
ｍ
級
の
防
球
ネ
ッ
ト
は
建
設
用
地

が
社
高
校
側
に
確
保
で
き
な
い
の
で
、
代
替

案
と
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
や
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の

フ
ァ
ウ
ル
フ
ラ
イ
キ
ャ
ッ
チ
に
も
支
障
が
で

る
低
い
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
タ
イ
プ
で
と
の
方

針
と
ほ
ぼ
、
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
社
高
校

野
球
部
は
近
本
選
手
も
輩
出
し
、
秋
季
大
会
、

県
で
優
勝
す
る
く
ら
い
の
強
豪
で
、
打
球
も

強
い
の
で
フ
ァ
ウ
ル
打
球
は
フ
ェ
ン
ス
の
上

を
越
え
る
た
め
安
全
面
か
ら
不
適
格
。
な
ぜ

社
高
校
野
球
部
の
硬
球
対
策
を
実
施
設
計
に

い
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

社
高
校
野
球
場
か
ら
の
飛
球
対
策
に
つ

い
て
は
、
飛
球
の
原
因
者
が
社
高
校
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
対
策
に
関
す
る
工
事
を
実
施
設

計
に
は
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
事
務
局
と

協
議
を
進
め
、
そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度
に

飛
球
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

答

問問問 答答
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池
の
改
修
に
伴
い
道
路
整
備
を
進
め
れ

ば
事
業
費
も
安
価
で
で
き
る
と
思
う
が
、
県

の
担
当
者
に
確
認
す
る
と
道
路
整
備
は
事
業

の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
た
。
観

光
地
へ
の
安
全
な
道
路
整
備
は
長
年
の
課
題

と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
が
、
各
課
に
お
い
て

こ
の
事
業
に
対
し
て
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　
　

道
路
を
管
理
し
て
い
る
土
木
課
と
た
め

池
担
当
の
農
地
整
備
課
と
で
協
議
し
た
が
、

「
加
東
市
道
路
整
備
基
本
計
画
」に
お
い
て
は
、

こ
こ
10
年
間
で
整
備
を
行
う
対
象
路
線
で

は
な
く
、
長
期
的
に
取
り
組
む
路
線
と
し
た

こ
と
か
ら
、
た
め
池
単
独
で
施
工
す
る
と
い

う
協
議
を
行
っ
た
。
た
め
池
改
修
の
内
容
か

ら
は
、
後
に
道
路
の
拡
幅
工
事
を
施
工
し
て

も
、
た
め
池
の
余
水
吐
や
、
取
水
施
設
が
道

路
際
に
な
い
の
で
手
戻
り
の
工
事
は
発
生
し

な
い
。

　
　

Ｓ
字
カ
ー
ブ
側
は
今
後
Ｓ
字
の
形
で
固

め
て
残
す
の
か
、
直
線
に
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
等
で
固
め
て
残
す
の
か
。

　
　

池
側
に
は
張
り
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
の
で

道
側
ま
で
堤
体
が
突
き
当
た
り
、
必
要
な
所

に
は
擁
壁
を
す
る
。

長
谷
川
幹
雄
議
員

□
市
内
一
律
運
賃
制
度
の
進
捗
状
況
を
再
度

確
認
す
る
。

　
　

市
内
一
律
運
賃
制
度
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

４
月
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、Ｈ

Ｐ
で
の
周
知
徹
底
、
広
報
か
と
う
３
月
号
と

合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布
、
バ
ス
通
学

生
の
い
る
学
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布
、

公
共
施
設
や
路
線
バ
ス
等
の
車
内
等
で
の
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
予
定
し
て
い
る
。Ｎ

ｉ
ｃ
ｏ
Ｐ
ａ
カ
ー
ド
は
、
３
月
１
日
か
ら
神

姫
バ
ス
社
案
内
所
と
市
役
所
で
、
４
月
１
日

か
ら
は
イ
オ
ン
社
店
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
購
入
可
能
に
な
る
。

 

問問

問

答答

答

廻
渕
の
川
池
の
改
修
工
事
に
お
け
る

関
係
課
の
連
携
に
つ
い
て

湿
度
が
40
％
以
下
の
と
き

低
濃
度
オ
ゾ
ン
が

コ
ロ
ナ
対
策
に
な
る
根
拠
は

川池の改修工事箇所

※

記
事
内
の
県
の
回
答
と
さ
れ
て
い
る
箇
所

に
は
、一
部
北
原
議
員
の
個
人
的
な
見
解
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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市
街
化
区
域
内
の
残
さ
れ
た
農
地
等
を

市
が
買
い
取
り
宅
地
化
し
、
良
好
な
市
街
地

を
形
成
す
べ
き
で
は
。

　
　

民
間
に
よ
る
宅
地
化
は
順
調
と
認
識
し

て
い
る
。
開
発
協
議
の
際
に
は
、
残
地
の
接

道
確
保
等
を
指
導
し
開
発
可
能
な
土
地
の
維

持
が
図
ら
れ
て
い
る
。
市
が
直
接
開
発
す
る

必
要
性
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

□
下
川
等
河
川
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
Ｂ
ｉ
ｏ

周
辺
を
ま
ち
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
は
、
こ

こ
を
流
れ
る
下
川
を
親
水
公
園
的
に
整
備
し

憩
い
の
場
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

加
東
土
木
事
務
所
に
堆
積
土
砂
の
撤
去

と
草
刈
り
を
要
望
し
て
い
る
。
水
辺
に
下
り

ら
れ
る
構
造
に
す
る
に
は
川
幅
が
狭
く
困
難

で
、
桜
並
木
を
活
か
し
ベ
ン
チ
の
設
置
や
散

策
路
と
し
て
整
備
し
、
く
つ
ろ
ぎ
・
癒
し
の

空
間
を
提
供
し
た
い
。

　
　

明
治
橋
周
辺
の
千
鳥
川
は
ど
う
か
。

　
　

千
鳥
川
は
、
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
中

で
も
「
親
水
性
や
潤
い
の
あ
る
水
辺
空
間
」

と
し
て
重
要
な
河
川
。
親
水
施
設
の
整
備
も

含
め
県
と
協
議
し
て
い
く
。

大
畑
一
千
代
議
員

□
三
草
山
登
山
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

畑
コ
ー
ス
の
７
合
目
付
近
が
Ｖ
字
に
掘

れ
て
お
り
危
険
。
整
備
す
べ
き
で
は
。

　
　

登
山
客
が
多
く
な
る
５
月
ま
で
に
、
土

嚢
に
よ
る
補
修
を
実
施
す
る
。

　
　

朝
光
寺
ト
イ
レ
へ
の
誘
導
看
板
を
見
や

す
く
整
備
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
三
草
コ
ー

ス
か
ら
登
っ
て
鹿
野
コ
ー
ス
を
下
り
昭
和
池

を
周
回
し
て
駐
車
場
へ
戻
る
コ
ー
ス
な
ど
の

案
内
や
、
各
コ
ー
ス
の
標
準
コ
ー
ス
タ
イ
ム

も
表
示
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
道
か
ら
畑
コ
ー
ス
へ
向
か
う
Ｔ
字
路

に
看
板
を
追
加
す
る
。
今
後
も
継
続
し
て
現

地
に
赴
き
、
周
辺
の
名
所
に
誘
導
す
る
看
板

に
つ
い
て
も
増
設
を
視
野
に
入
れ
、
設
置
個

所
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

答 答問 問

問問 問 答答 答

市
街
化
区
域
農
地
等
の

宅
地
化
促
進
に
つ
い
て

　
　

教
員
・
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
行
政
が

「
何
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
の
か
」
そ
の

意
図
を
理
解
し
、
目
的
や
目
標
の
共
有
が
重

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
で
方
向
性
を
明
文
化
す
る
よ
う
な
取

組
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
目
的
は
、

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
を

育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
市
教
育
委
員
会

で
は
、
情
報
活
用
能
力
育
成
指
針
を
作
成
し

て
お
り
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
９
年
間
を

３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

テ
ー
ジ
で
育
成
す
る
情
報
活
用
能
力
を
教
員

同
士
が
把
握
し
、
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
詳
細
な
加
東
市

小
中
学
校
情
報
教
育
指
導
計
画
を
市
内
情
報

教
育
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
、
こ

れ
を
基
に
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
加
東

市
教
育
委
員
会
か
ら
各
学
校
へ
は
、
運
用

ル
ー
ル
や
情
報
モ
ラ
ル
等
の
留
意
点
と
端
末

使
用
の
目
的
を
記
し
た
文
書
を
送
付
し
周
知

を
図
っ
た
。
各
学
校
か
ら
家
庭
へ
は
、
児
童

生
徒
へ
の
指
導
と
共
に
文
書
を
配
布
し
、
目

的
や
目
標
の
共
有
を
図
っ
た
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
事
例
集
を
共
有
し
、
今
後
の
取
組
に

活
か
す
。

別
府
み
ど
り
議
員

□
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

　
　

情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

情
報
教
育
指
導
計
画
に
則
り
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

 

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
た
実
証
研

究
（
次
に
活
か
す
取
組
）
は
。

　
　

臨
時
休
業
に
備
え
て
平
常
時
に
端
末
を

持
ち
帰
り
、
家
庭
と
学
校
が
繋
が
る
テ
ス
ト

確
認
を
行
っ
た
。操
作
や
接
続
の
課
題
に
は
、

再
度
対
応
し
環
境
を
整
え
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
行
う
中
で
出
て
き
た
課
題
に
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
教
員
同

士
で
研
究
し
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
も
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
課
題

を
把
握
し
、
よ
り
効
果
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

問答

問 問答 答

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

▲オクリンク（授業支援ソフト）使用の様子

V字に掘れた登山道

一　般　質　問
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請
願
に
対
す
る
報
告
の
手
続
き
及
び
内

容
に
全
く
納
得
で
き
な
い
。

　

ま
ず
、「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
通
学
方
法
の

再
検
討
に
関
す
る
請
願
」
の
処
理
経
過
は
手

続
き
と
し
て
、
問
題
な
い
か
。

　
　

11
月
の
定
例
教
育
委
員
会
で
、
事
務

局
か
ら
の
提
案
承
認
形
式
で
は
な
く
、
教
育

委
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
意
見
を
聞
き
、
協
議

し
た
。
そ
の
結
果
、
開
校
準
備
委
員
会
で
協

議
い
た
だ
き
、
教
育
委
員
会
で
決
定
し
た
現

在
の
基
準
通
り
で
回
答
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
回
の
対
応
は
、
非
公
開
の
内
容
が
あ
っ
た

と
は
い
え
、
協
議
案
件
と
し
な
か
っ
た
こ
と
、

要
約
筆
記
に
留
め
て
い
た
こ
と
で
、
審
議
し

た
事
実
と
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
で
き
な
い

こ
と
と
な
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
反
省

し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
努
め
る
。

　
　

「
山
田
錦
等
酒
造
好
適
米
営
農
継
続
支

援
交
付
金
の
請
願
」
に
つ
い
て
、
交
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
理
由
を
「
減
収
を
補
填
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
こ
と
だ
が
、
請
願

者
の
『
願
意
』
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
の
か
。

　
　
「
売
り
上
げ
が
半
減
し
た
上
に
見
捨
て

ら
れ
た
耕
作
者
が
救
済
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の

交
付
金
と
同
等
の
も
の
を
交
付
し
て
欲
し

い
」
と
の
趣
旨
と
理
解
し
て
い
る
。

鷹
尾
直
人
議
員

　
　

令
和
４
年
度
の
予
算
要
求
を
見
る
と
、

市
は
、
「
山
田
錦
」
と
「
主
食
用
米
」
に
も

交
付
金
の
支
給
を
考
え
て
い
る
。
請
願
者
の

立
場
に
立
っ
て
検
討
す
る
と
、
こ
れ
ら
も
含

め
た
含
み
の
あ
る
回
答
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

　
　

予
算
の
準
備
は
し
て
い
た
。
た
だ
し
、

担
当
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
公
表
で
き
る
状
態
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
結
果
報
告
の
文
書
の
最

後
に
、
含
み
を
持
た
せ
た
表
現
と
し
て
い
る
。

□
通
学
路
の
決
定
と
管
理
に
つ
い
て

　
　

掎
鹿
谷
地
区
の
道
路
を
通
学
路
と
指
定

し
た
の
は
ど
こ
か
。

　
　

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
議
し
、
学
校
長
が

決
定
し
、
教
育
委
員
会
に
報
告
を
行
っ
た
。

　
　

未
舗
装
の
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
東
条
学

園
開
校
ま
で
に
舗
装
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

市
が
令
和

４
年
度
予
算
で
、

舗
装
す
る
。

答答答 問問 問

問問 答答
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兵
庫
県
で
は
現
在
「
空
家
等
の
活
用
の

促
進
に
関
す
る
特
例
条
例
」
を
制
定
中
で
あ

る
。

市
町
が
申
し
出
て
、
空
家
等
活
用
促
進
特
別

区
域
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
区
域
内
の
空
家
所

有
者
が
空
家
情
報
の
届
出
の
義
務
を
負
う
面

も
あ
る
が
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
再

建
築
や
用
途
、
接
道
要
件
の
規
制
緩
和
な
ど

も
行
わ
れ
る
。
市
と
し
て
の
こ
の
条
例
に
関

す
る
見
解
を
求
め
る
。

　
　

こ
の
条
例
は
、
管
理
不
全
空
家
の
発
生

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
定
住
・
移
住
の
受
け
皿

と
し
て
空
家
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

条
例
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
特
区
の
指
定

が
前
提
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
地
域
の

理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
地
区
の
実
情
に
応

じ
た
空
家
等
活
用
方
針
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
、
単
純
に
指
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
区
を
指
定
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、

市
全
体
を
対
象
と
す
る
の
か
、
限
定
的
に
指

定
す
る
の
か
等
の
課
題
も
あ
る
。
本
条
例
は

空
家
問
題
の
解
決
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

考
え
る
が
、
不
透
明
な
部
分
も
多
い
た
め
引

き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

藤
尾
　
潔
議
員

□
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
罹
患
後
の
行
動
の
啓
発

に
つ
い
て

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
県
と

市
の
役
割
分
担
も
あ
り
、
市
で
は
「
感
染
予

防
」
や
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
に
対
し
て
の
情

報
提
供
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

「
感
染
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
点

の
情
報
提
供
（
発
熱
外
来
を
設
け
て
い
る
医

療
機
関
・
各
種
検
査
の
受
診
方
法
・
感
染
し

た
場
合
の
待
機
方
法
等
）
が
不
足
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
が
。

　
　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
で
対

応
し
た
。
感
染
状
況
や
対
策
が
随
時
変
化
す

る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
転
載
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問

問

答

答

兵
庫
県
の
空
家
等
の
活
用
の
促
進
に

関
す
る
特
例
条
例
に
つ
い
て

紹
介
議
員
と
な
っ
た「
請
願
２
件
」の

処
理
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
に
つ
い
て

新学期が始まる前に舗装が完了しました。
安心して通学できます。ありがとう！

加東市ＨＰより



人と関わって助けになる
仕事をしたいと思って看
護師を目指しています。
地元に就職したいです。

　市民の皆様から、かとう市議会だよりへのご意見を
聴かせていただくためクイズ＆アンケートを行います。
　クイズに正解し、かつ、ご意見を書いていただい
た方から抽選で5名様に、加東市カード会加盟店で
使える１,０００円分の商品券を差し上げますので、
奮ってご応募ください。なお、当選者の発表は商品
券の発送をもってかえさせていただきます。 

テーマ は…

で
聞きました

20かとう 市議会だより Ｎｏ.61

　
私
は
議
員
活
動
の
中
で
議

会
だ
よ
り
に
は
大
変
神
経
を

使
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
読
み
や
す
く

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に

表
現
に
気
を
遣
い
な
が
ら
作

成
し
て
き
ま
し
た
。
京
セ
ラ

の
稲
盛
和
夫
さ
ん
の
著
書
に

「
す
べ
て
は
心
に
始
ま
り
心
に

終
わ
る
」
と
い
う
名
言
を
思

い
な
が
ら
毎
回
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
と
は
云
う

も
の
の
思
い
通
り
に
は
い
き
ま

せ
ん
が
委
員
全
員
で一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
き
て
感
じ
た
こ

と
は
、
如
何
な
る
時
も
思
い

を
理
解
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。
今
後
も
親
し
み
や

す
く
読
み
や
す
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、「
議
会
だ
よ

り
」
を
充
実
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　（
井
上
　
茂
和
）
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加東市令和４年度一般会計予算は
〇〇〇億5千万円

に入る文字は？〇ク イ ズ

応募方法

6 7 3 1 4 9 3

加
東
市
社
50

加
東
市
議
会
事
務
局

　
　
　
　

Ｑ
＆
Ａ
係

はがきに、
①クイズの答え
②市議会だよりや、
　市議会へのご意見
③住所・氏名
①②③をお書きの上、
応募先までお送り
ください。
5月１8日必着

6月定例会
の予定

上記の日程は変更になる場合があります。
最新情報は、ホームページでご確認ください。
　　　　　　ホームページはこちらから

日 月 火 水 木 金 土

5

12

19

26

4

11

18

25

９時0０分
総務文教
常任委員会

９時0０分
産業厚生
常任委員会

1

委員会
予備日

2
９時3０分
定例会
（初日）

3

6 7 8 9 10

13 14 15 16
９時３０分
定例会
（一般質問）

９時３０分
定例会
（一般質問）

17

20 21 22
９時３０分
定例会
（最終日）

23 24

27 28 29 30

在校生の７割強は
圏域内生徒さん

播磨看護専門学校

圏域内に就職
は

そのうち

6割

加東市、加西市
西脇市、多可町

地域に
育てられ

地域と
ともに

歩む学
校です

看護師を目指す
男子学生さんも
増えています！患者さんに寄り添って、

距離感のない看護師に
なりたい。

笑顔を与えられる看護師
になりたい。加東市は
公園が多くて良いところ
だと思う。

授業料が安くて地元の
病院で働けるので、ここ
を選びました。

直接人と関わる仕事が
したいと思っています。
地域に根付いた医療に
関わりたいです。

市内に看護学校がある
のが良いと思います。
将来は助産師を目指し
ています。

卒業生さん

新２年生さん

卒業生さん 新３年生さん 新３年生さん 新２年生さん

▲播磨看護
　専門学校HP

「地域医療を支える
     看護とのつながり」
「地域医療を支える
     看護とのつながり」

前回（60号）の正解は…「100」でした。


